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代表取締役社長／COO

橘　昇一
代表取締役会長／CEO

野田  順弘

　株主の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素より格
別のご支援を賜り、心より御礼申し上げます。当社の第53期（2019年4月1日～2020年3月
31日）の事業概要および実績をご報告するにあたり、ひと言ご挨拶申し上げます。
　昨年は5月1日に元号が平成から令和に改められ、当期も社員一同新たな目標を掲げ業務に
邁進した結果、売上高・営業利益・経常利益・純利益いずれも過去最高、特に営業利益は26期
連続で増益を達成いたしました。これも一重に皆様のご支援の賜物と深く感謝申し上げます。
　当社は創業以来、自社開発・直接販売を貫き、システムの導入コンサルティングから構築、
運用・保守まで、すべての業務を自社一貫でご提供する「ワンストップ・ソリューション・サー
ビス」を継続してまいりました。業務を標準化することで導入期間を大幅に短縮し、早期稼
働を実現。経営効果を最大限に引き出す「お客様第一主義」を掲げ、社員一人ひとりがお客様
満足度の向上に真剣に取り組んでおります。
　主力の統合業務ソフトウェア「OBIC7シリーズ」はおかげ様であらゆる業種・業界のお客様
に導入いただき、日本の同種ソフトのシェアで17年連続累計社数No.1の栄誉に輝きました。
　最近では当社クラウドセンターでお客様のシステム環境を構築し、セキュアなインター
ネット回線を通じてご利用できる「OBIC7クラ
ウドサービス」が保守やセキュリティの観点から
高い評価をいただき、大手銀行をはじめ幅広い
業種・業界まで利用が広がっております。
　年明け以降の新型コロナウイルスの感染拡大
防止に真摯に取り組みつつ、ポストコロナを見
据え、お客様の企業価値と経営効果を高めるた
め、今後も進化と成長を続けます。どうか今後
とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い
申し上げます。

ごあいさつ

お客様とともに切り拓く令和の新時代
経営課題を解決する新しい価値をご提供いたします
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会計軸の
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業界・業種
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クラウド
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　システム導入のコンサルティングから企画、構築、導入、
そして導入後の運用・保守まで、すべて自社開発・直接販売・
自社サポートに徹しているのがオービック独自のビジネス
モデル「ワンストップ・ソリューション・サービス」です。開
発、販売、保守いずれの段階でもオービック1社がすべての
工程、管理に責任を持ち、お客様のご要望に迅速に対応さ
せていただく、創業以来、確固とした信念で続けている「お
客様第一主義」の基本戦略です。システム構築にスピードと
高品質、高度なセキュリティ、使いやすさが強く求められ
る今、システムの活用で経営効果を引き出す取り組みを全
力で支援します。

ビジネスモデル／ワンストップ・ソリューション・サービス
1社ですべて解決
最大の経営効果を全力支援

「OBIC7シリーズ」は、選ばれて、国内ERP累計導入社数
17年連続No.1※

主力製品／統合業務ソフトウェア「OBIC7シリーズ」

※�2002年〜2018年主要ベ
ンダー（ライセンス売上
高シェアトップ10）に
おける累計導入社数 
（株）矢野経済研究所
「ERP市場の実感と展望」
2018年12月現在
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株 主 各 位
証券コード　4684

2020年６月５日

東京都中央区京橋二丁目４番15号

株式会社
代表取締役社長 橘 　 昇 一

第53回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第53回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげます。
　なお、本株主総会につきましては、昨今の新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から慎重に検討
いたしました結果、下記の感染防止策を実施したうえで、開催させていただくことといたしました。
　株主の皆様におかれましては、感染拡大防止の観点から、極力、書面またはインターネット等によ
り事前の議決権行使をいただき、株主総会当日のご来場を見合せていただくことをご検討くださいま
すよう慎重なご判断をお願い申し上げます。
　お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、2020年６月25日（木曜日）午後５時30分
までに到着するよう、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえご送付いただくか、当社の指定
する議決権行使サイト(https://evote.tr.mufg.jp/)より議決権を行使してくださいますようお願い
申しあげます。

敬　具

COVID-19（新型コロナウイルス）に関する対応方針

●感染拡大防止の観点から、極力、書面またはインターネット等により事前の議決権行使をいただき、株主総
会当日のご来場を見合せていただくことをご検討くださいますよう慎重なご判断をお願い申し上げます。

●株主総会にご出席される株主様におかれましては、株主総会開催日時点の流行状況やご自身の体調をご確認
のうえ、マスク着用などの感染予防及び拡散防止策にご配慮いただきますようお願い申し上げます。

●株主総会会場では、マスクを着用してご対応させていただきます。
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記

１日　　時 2020年６月26日（金曜日）午前10時

２場　　所 東京都中央区京橋二丁目４番15号　オービックビル
当社東京本社　地下１階大ホール
（末尾の「第53回定時株主総会　会場ご案内図」をご参照ください。）

３目的事項 報告事項 １．第53期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）事業報
告、連結計算書類ならびに会計監査人および監査役会の連結計
算書類監査結果報告の件

２．第53期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）計算書
類報告の件

決議事項 第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役９名選任の件

４招集にあたっての
決定事項

⑴書面およびインターネットによる議決権行使が重複してなされた場合の取
り扱い

　書面とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、イン
ターネットによる議決権行使の内容を有効として取り扱わせていただき
ますのでご了承ください。

⑵インターネットによる議決権行使が重複してなされた場合の取り扱い
　インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後
に行使された内容を有効とさせていただきます。またパソコン、スマート
フォンと携帯電話で重複して議決権を行使された場合も、最後に行使され
た内容を有効とさせていただきます。

⑶代理人のご出席による議決権行使について
　当日ご出席願えない場合は、議決権を有する他の株主の方１名を代理人
として株主総会にご出席いただくことができます。ただし、代理権を証明
する書面のご提出が必要となりますのでご了承ください。

以　上

※当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
※なお、株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類および連結計算書類に修正が生じた場合、または株主総会の運営

に大きな変更が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（http://www.obic.co.jp）に掲載させていただ
きます。

当社ウェブサイト（http://www.obic.co.jp）

4

表紙



2020/05/29 9:39:15 / 19596240_株式会社オービック_招集通知（Ｃ）

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげ
ます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、切手を貼ら
ずにご投函ください。

次ページの案内に従って、議案の賛否
をご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2020年６月26日（金曜日）
午前10時（受付開始：午前9時）

2020年６月25日（木曜日）
午後５時30分到着分まで

2020年６月25日（木曜日）
午後５時30分入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。

第1号議案

⃝ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 反対する場合 「否」の欄に〇印

第2号議案

⃝ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
⃝ 一部の候補者に反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード
見本

※議決権行使書はイメージです。

※郵送とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容を有効として取り扱わせていただ
きますのでご了承ください。

※インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を有効とさせていただきます。また、パソコン、ス
マートフォンと携帯電話で重複して議決権を行使された場合も、最後に行使された内容を有効とさせていただきます。
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インターネット等による議決権行使のご案内

スマートフォン等で
QRコードを読み取る方法

ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

QRコードを用いたログインは1回に限り可能
です。
再行使する場合、もしくはQRコードを用いずに議決権を
行使する場合は、右の「ログインID・仮パスワードを入
力する方法」をご確認ください。

お手持ちのスマートフォン等にて、議決権行使書用紙に記
載のQRコードを読み取ってください。

1

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

見本

見本

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

新しいパスワードを登録する。3

「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワー
ド」を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォン、携帯電話の操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 9：00～21：00）
管理信託銀行等の名義株主様（常任代理人を含みます。）につきましては、株式会社東京証券取引所等により設立された合弁会社（株
式会社ＩＣＪ）が運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームの利用を事前に申し込まれた場合には、当社株主総会にお
ける議決権電子行使の方法として、インターネットによる議決権行使以外に、当該プラットフォームをご利用いただくことができます。

6
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（提供書面）

事業報告（2019年４月１日から2020年３月31日まで）

１．企業集団の現況に関する事項
⑴　事業の経過およびその成果

　当連結会計年度における我が国経済は、緩やかな回復基調で推移してきましたが、年度の後半
には新型コロナウイルス感染症の影響により足元で大幅に下押しされ、景気の先行きは不透明な
状況にあります。
　当情報サービス業界においては、働き方改革への取り組みなどを背景に、企業の生産性向上や
業務効率化を目的としたシステムの更新投資需要は引き続き高い状態にあるものの、先行き不透
明な景況感の中で投資判断には慎重さが見られました。企業のニーズは「効率的でコストパフォ
ーマンスの高い情報システム」にあり、さらなる顧客目線でのシステム提案が求められておりま
す。
　当社は、このような状況の中、自社開発・直接販売にこだわり続け、顧客企業の経営効果を実
現するため、製販一体体制のもと顧客満足度を高めるべく努めてまいりました。当社の主力であ
る統合業務ソフトウェア「ＯＢＩＣ７シリーズ」は、会計を中心に統合的に情報を管理するＥＲ
Ｐシステムとして、様々な業界・業種の企業に幅広く求められました。主な傾向として、大企業
向けのシステム構築が引き続き順調に推移しております。業種・業務別のソリューションに関し
ても、金融業向け、サービス業向け、流通業向け、製造業向け等、業種を問わずシステム構築の
引き合いが強まりました。システムの早期稼働につながりやすく、グループ全体の最適化やビジ
ネス環境の変化にもスピーディに対応できるクラウドサービスのニーズにも、自社運営のクラウ
ドセンターで提供し対応しております。また、かねてより建設していたオービック御堂筋ビル（大
阪市中央区平野町）につきましても、1月に竣工し、2月に大阪本社が移転後、営業を開始いたし
ました。創業の地大阪に新たな活動拠点を得て、最新設備の活用や利便性の向上により、さらな
るビジネス強化に寄与していくものと考えております。
　この結果、当連結会計年度の連結業績は、売上高804億88百万円(前年同期比8.5％増)、営業
利益432億38百万円(同14.0％増)、経常利益は460億12百万円(同9.7％増)、親会社株主に帰属
する当期純利益は350億96百万円(同8.9％増)となりました。
　今後も当社は、顧客第一主義のもと、よりコストパフォーマンスの高いシステム提案ビジネス
に注力し業績の向上に努めてまいる所存であります。

7
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　セグメントの業績は次のとおりであります。
A　システムインテグレーション事業

　主力の統合業務ソフトウェア「ＯＢＩＣ７シリーズ」は、統合的に情報を管理するＥＲＰシ
ステムとして、様々な業界・業種の企業に求められました。主な傾向として、大企業向けのシ
ステム構築が引き続き順調に推移しております。
　この結果、外部顧客に対する売上高は394億65百万円（前年同期比3.8％増）、営業利益は
205億12百万円（同7.8％増）となりました。
B　システムサポート事業

　主力サービスであるシステムの「運用支援サービス」および「クラウドソリューション」が
好調に推移いたしました。
　この結果、外部顧客に対する売上高は313億38百万円（前年同期比15.8％増）、営業利益は
210億35百万円（同21.1％増）となりました。
C　オフィスオートメーション事業

　業務用パッケージソフトの販売に加え、印刷サプライやオフィス家具等の販売も堅調に推移
いたしました。
　この結果、外部顧客に対する売上高は96億85百万円（前年同期比6.4％増）、営業利益は16
億90百万円（同9.0％増）となりました。
（販売実績）

種 類 別 売上高(百万円) 構 成 比 ( ％ ) 前 期 比 ( ％ )

シ ス テ ム イ ン テ グ レ ー シ ョ ン 事 業 39,465 49.0 103.8

シ ス テ ム サ ポ ー ト 事 業 31,338 38.9 115.8

オ フ ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン 事 業 9,685 12.1 106.4

合 計 80,488 100.0 108.5

⑵　設備投資等の状況
当期中において実施いたしました設備投資の総額は130億７百万円であります。

⑶　資金調達の状況
該当事項はありません。

8

事業の経過および成果
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⑷　対処すべき課題
当社は中長期的に安定した企業の発展を考え、そのためには利益を意識した経営が重要である

と考えております。株主資本利益率10％以上を一つの目標とし、それを維持・継続できるよう努
めております。

従来からの自社開発製品を直接販売で提供する体制を重要とし、市場ニーズに直結したソリュ
ーションを首尾一貫して切れ目無くお届けできる基盤を整えております。

そのため、より多くのお客様への接点を増やし、継続した積極的な機構改革を推進し、営業力
強化と生産性向上に努めてまいります。

「ワンストップソリューションサービス」これは中長期的に見た当社の重要なキーワードであ
ります。導入コンサルティングから、システム構築、運用、情報提供まで当社グループ一貫体制
でトータルに「企業の情報システム構築と運用」をサポートしてまいります。

今年度も、継続したイノベーションを重視して顧客満足度の向上に取り組む中で、以下の項目
を重要課題として重視してまいります。

Ⅰ製販一体体制の推進
Ⅱカスタマイズ性の高い「ＯＢＩＣ７シリーズ」によって、生産性の向上に取り組む。
Ⅲ人材の育成と活性化に注力する。

「経営資源を選択・集中し継続する」ことこそが経営にとって重要であると認識しており、今
後ともグループ企業各社はその特徴を生かしつつ独立した企業としてグループ内での役割分担を
明確にし、「グループの発展」のため経営努力をしてまいります。

株主の皆様には、今後ともより一層のご支援ご指導を賜りますようお願い申しあげます。

9

対処すべき課題
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⑸　直前３事業年度の財産および損益の状況
①　企業集団の財産および損益の推移

（単位：百万円）

区 分
第50期

2017年３月

第51期

2018年３月

第52期

2019年３月

第53期
(当連結会計年度)

2020年３月

売 上 高 61,453 66,814 74,163 80,488

経 常 利 益 32,246 35,570 41,927 46,012

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 23,359 26,268 32,223 35,096

１株当たり当期純利益 262.61円 295.32円 362.26円 394.56円

総 資 産 200,061 221,260 244,909 264,596

純 資 産 177,500 197,394 218,476 238,392

１株当たり純資産額 1,995.50円 2,219.15円 2,456.16円 2,680.06円

（注）１．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。
２．１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。

10

直前３事業年度の財産および損益の状況
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②　当社の財産および損益の推移
（単位：百万円）

区 分
第50期

2017年３月

第51期

2018年３月

第52期

2019年３月

第53期
(当事業年度)
2020年３月

売 上 高 53,910 58,719 65,068 70,811

経 常 利 益 29,566 32,619 37,934 42,275

当 期 純 利 益 20,996 23,680 28,700 31,854

１株当たり当期純利益 236.04円 266.22円 322.65円 358.11円

総 資 産 160,475 178,773 197,473 215,058

純 資 産 140,829 158,120 174,733 192,229

１株当たり純資産額 1,583.23円 1,777.62円 1,964.39円 2,161.08円

（注）１．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。
２．１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。

⑹　重要な子会社の状況

会 社 名 本　店
所在地 資本金 出資比率 主要な事業内容

百万円 ％
株式会社オービックオフィスオートメーション 東　京 320 100.00 ＯＡ機器の販売

11
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⑺　主要な事業内容（2020年３月31日現在）
当社グループは、株式会社オービック（当社）および連結子会社１社ならびに持分法適用会社

３社等により構成されており、事業は主に企業情報システムのシステムインテグレーション事業、
システムサポート事業、オフィスオートメーション事業、および業務用パッケージソフト事業を
行っております。

事業セグメントごとの事業内容は、次のとおりであります。
なお、業務用パッケージソフト事業については、持分法適用会社で行っているため、事業のセ

グメントには含まれておりません。

システムインテグレーション事業
お客様のシステム分析とコンサルテーションによって、ハードウェアの選定やシステム設計に

基づくソフトウェアの開発・販売および導入前後における顧客教育等の総合的な事業を実施して
います。
システムサポート事業

システム導入企業に対して、運用支援サービスおよびクラウドソリューション等の事業を実施
しています。
オフィスオートメーション事業

パソコン、通信機器等のシステム周辺機器およびコンピュータサプライ用品ならびにオフィス
家具の販売事業を実施しています。

12

主要な事業内容
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⑻　主要な事業所（2020年３月31日現在）
株式会社オービック
・東京本社（東京都中央区）、大阪本社（大阪市中央区）
・北関東支店、横浜支店、名古屋支店、京都支店、福岡支店
・松本営業所、静岡営業所、広島営業所

（連結子会社）
株式会社オービックオフィスオートメーション
・東京本社（東京都中央区）、大阪本社（大阪市中央区）
・名古屋支店、横浜支店

（持分法適用会社）
株式会社オービックビジネスコンサルタント
・東京本社（東京都新宿区）
・東京営業部、大阪支店、名古屋支店、札幌支店、仙台支店、関東支店、横浜支店

広島支店、福岡支店
・静岡営業所、金沢営業所

株式会社オービーシステム
・大阪本社（大阪市中央区）、東京本社（東京都品川区）、中部支店

株式会社新潟オービックシステムエンジニアリング
・本社（新潟市中央区）

⑼　従業員の状況（2020年３月31日現在）
区 分 従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

名 名 歳 年
株 式 会 社 オ ー ビ ッ ク 1,860 △15 36.5 13.5
株式会社オービックオフィスオートメーション 191 ＋8 38.8 12.4

合 計 ま た は 平 均 2,051 △7 36.7 13.4
（注）上記従業員数には、嘱託社員および臨時従業員（アルバイト等）は含まず、出向者を含んでお

ります。

⑽　主要な借入先（2020年３月31日現在）
該当事項はありません。

13
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２．会社の株式に関する事項
⑴　株式の状況（2020年３月31日現在）

①　発行可能株式総数 398,400,000株
②　発行済株式の総数 99,600,000株
③　株主数 4,702名
④　大株主
株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

千株 ％
株 式 会 社 ノ ダ ・ マ ネ ジ メ ン ト 16,909 19.00

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 株 式 会 社 8,998 10.11

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社 7,502 8.43

ジ ェ ー ピ ー モ ル ガ ン チ ェ ー ス
バ ン ク ３ ８ ５ ６ ３ ２ 4,119 4.63

ス テ ー ト ス ト リ ー ト バ ン ク ア ン ド
ト ラ ス ト カ ン パ ニ ー ５ ０ ５ ２ ２ ３ 3,397 3.81

野 田 順 弘 2,881 3.23

野 　 田 　 み づ き 2,781 3.12

エ ス エ ス ビ ー テ ィ ー シ ー ク ラ イ ア ン ト
オ ム ニ バ ス ア カ ウ ン ト 1,828 2.05

ﾁ ｪ ｰ ｽ ﾉ ﾐ ﾆ ｰ ｽ ﾞ ﾘ ｼ ﾞ ﾔ ｽ ﾃ ﾞ ﾂ ｸ
ﾄ ﾘ ｰ ﾃ ｲ ｰ ｸ ﾗ ｲ ｱ ﾝ ﾄ ｱ ｶ ｳ ﾝ ﾄ ｼ ﾞ ｴ ﾈ ﾗ ﾙ 1,787 2.00

ｼ ﾞ ｪ ｰ ﾋ ﾟ ｰ ﾓ ﾙ ｶ ﾞ ﾝ ﾊ ﾞ ﾝ ｸ
ﾙ ｸ ｾ ﾝ ﾌ ﾞ ﾙ ｸ ﾞ ｴ ｽ ｴ ｲ 3 8 5 5 7 6 1,436 1.61

 
（注）１．当社は、自己株式10,649,548株を保有しておりますが、議決権がないため、上記株主から

除いております。
２．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
３．上記信託銀行の所有株式数には、信託業務に係る株式を含んでおります。

また、信託業務に係る株式数には、退職給付信託の信託財産が含まれており、その議決権
行使の指図権は、それぞれ委託会社が留保しております。

受託会社 委託会社 株式数
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 三菱電機株式会社 2,160千株

３．会社の新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項
⑴　取締役および監査役の氏名等（2020年３月31日現在）

地 位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代表取締役会長 野 田 順 弘
(株)オービックオフィスオートメーション
代表取締役会長
(株)オービックビジネスコンサルタント
取締役会長

代表取締役社長 橘 　 昇 一
(株)オービックオフィスオートメーション
代表取締役社長
(株)オービックビジネスコンサルタント
取締役

常 務 取 締 役 川 西 　 篤
人事・総務統括本部長
(株)オービックオフィスオートメーション　取締役
(株)オービックビジネスコンサルタント　取締役

取 締 役 相 談 役 野 　 田 　 み づ き

取 締 役 藤 本 隆 夫
ソリューション事業本部長
兼東京本社第３ソリューション事業部長
兼東京本社第４ソリューション事業部長

取 締 役 井 田 秀 史 大阪本社統括兼大阪本社産業ソリューション統括長

取 締 役 上 野 剛 光 ソリューション推進事業本部長

取 締 役 五 味 康 昌
三菱ＵＦＪ証券ホールディングス(株)　名誉顧問
(株)山形銀行　社外取締役（監査等委員）
讀賣テレビ放送(株)　社外取締役

取 締 役 江 尻 　 隆
名取法律事務所　シニアパートナー
ディップ(株)　社外監査役
(株)ＡＬＢＥＲＴ　社外取締役
アクセルマーク(株)　社外取締役（監査等委員）

監 査 役 小 屋 町 　 朗

監 査 役 坂 和 章 平 坂和総合法律事務所　所長

監 査 役 長 尾 謙 太 税理士法人グローイング　代表社員
(株)ランドビジネス　社外監査役

15
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（注）１．取締役五味康昌および江尻隆の両氏は社外取締役であります。
２．監査役坂和章平および長尾謙太の両氏は社外監査役であります。
３．当社は五味康昌、江尻隆および長尾謙太の各氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく

独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
４．監査役長尾謙太氏は、公認会計士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度

の知見を有しております。

⑵　責任限定契約の内容の概要
　当社と社外取締役および社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、当社との間で
同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当契約に基づく損害賠
償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額としております。

⑶　取締役および監査役の報酬等の総額
（単位：百万円）

区 分

取 締 役
(うち社外取締役)

監 査 役
(うち社外監査役) 計

摘 要
支 給
人 員

報 酬 等
の 総 額

支 給
人 員

報 酬 等
の 総 額

支 給
人 員

報 酬 等
の 総 額

名 名 名
定 款 ま た は
株 主 総 会 決 議
に 基 づ く 報 酬 等

10
(2)

637
(30)

3
(2)

24
(12) 13 661 （注）１､２､３

４

（注）１．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２．取締役の報酬限度額は、2019年６月27日開催の第52回定時株主総会において年額800百

万円以内とし、そのうち基本報酬額を年額600百万円以内、賞与を年額200百万円以内と
決議いただいております。なお、業績向上に対するインセンティブを高め、当社業績のさ
らなる向上に資するため、業績連動型の報酬制度を導入しております。

３．監査役の報酬限度額は、2000年６月29日開催の第33回定時株主総会において年額30百万
円以内と決議いただいております。

４．期末日現在の取締役は９名、監査役は３名であります。
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⑷　社外役員等に関する事項
①　他の法人等の社外役員等としての重要な兼任の状況および当社と当該他の法人等との関係

取締役五味康昌氏は、三菱ＵＦＪ証券ホールディングス株式会社の名誉顧問、株式会社山形
銀行の社外取締役（監査等委員）および讀賣テレビ放送株式会社の社外取締役を兼任しており
ます。当社と兼務先との間には重要性のある特別な関係はありません。

取締役江尻隆氏は、名取法律事務所のシニアパートナー、ディップ株式会社の社外監査役、
株式会社ＡＬＢＥＲＴの社外取締役およびアクセルマーク株式会社の社外取締役（監査等委
員）を兼務しております。当社と兼務先との間には重要性のある特別な関係はありません。

監査役坂和章平氏は、坂和総合法律事務所の所長を兼務しております。当社と兼務先との間
には重要性のある特別な関係はありません。

監査役長尾謙太氏は、税理士法人グローイングの代表社員および株式会社ランドビジネスの
社外監査役を兼任しておりますが、当社と兼務先との間には重要性のある特別な関係はありま
せん。

②　当事業年度における主な活動状況
区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取 締 役 五 味 康 昌
当事業年度開催の取締役会10回開催中9回に出席し、必
要に応じ、主に豊富な会社経営の経験から議案・審議等
につき必要な発言を適宜行なっております。

取 締 役 江 尻 　 隆
当事業年度開催の取締役会10回開催の全てに出席し、必
要に応じ、主に弁護士としての専門的見地から、議案・
審議等につき必要な発言を適宜行なっております。

監 査 役 坂 和 章 平
当事業年度開催の取締役会10回開催中9回、および監査
役会11回開催の全てに出席し、必要に応じ、主に弁護士
としての専門的見地から、議案・審議等につき必要な発
言を適宜行なっております。

監 査 役 長 尾 謙 太
当事業年度開催の取締役会10回開催中9回、および監査
役会11回開催の全てに出席し、必要に応じ、主に公認会
計士としての専門的見地から、議案・審議等につき必要
な発言を適宜行なっております。
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５．会計監査人の状況
⑴　会計監査人の名称　　　　　EY新日本有限責任監査法人

⑵　会計監査人に対する報酬等
支 払 額

①　当社が支払うべき公認会計士法第２条第１項の業務につい
ての報酬等の額 31百万円

②　当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の
財産上の利益の合計額 46百万円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基
づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、上
記①の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．当社監査役会は、当該事業年度の監査計画に係る監査日数・配員計画等から見積もられた
報酬額に関する会計監査人の説明をもとに、前事業年度の実績の評価を踏まえ算定根拠等
について確認し、その内容は妥当であると判断したため、会社法第399条第１項の同意を
行っております。

⑶　非監査業務の内容
当社はEY新日本有限責任監査法人に対して、ＩＦＲＳ対応システムの開発における会計または

財務報告上の論点に関する助言、またクラウドサービスに対する保証業務についての対価を支払
っております。

⑷　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
①　会計監査人の選任または解任並びに不再任に関する次の事項については、監査役会の決議に

よって行なうこととしております。
イ．会計監査人の解任または不再任の決定の方針の策定。
ロ．会計監査人を再任することの適否の決定。
ハ．株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容の決定。
ニ．株主総会に提出する会計監査人の選任に関する議案の内容の決定。
ホ．会計監査人が欠けた場合の一時会計監査人の職務を行うべき者の選任。

②　会計監査人を法定の解任事由に基づき解任することに対する監査役の全員の同意は、監査役
会における協議を経て行うことができることとしております。この場合においては、監査役
会が選定した監査役は、解任後最初の株主総会において、解任の旨およびその理由を報告す
ることとなっております。

18
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６．会社の体制および方針
⑴　業務の適正を確保するための体制の決議の内容の概要

取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務
の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。
①　取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

職務の執行が法令、定款および各社内規程に適合することを確保するため、各部門担当取締
役は当該職務におけるコンプライアンスの遵守を徹底する体制を構築するとともに、総務部が
全社横断的なコンプライアンス体制の整備と問題点の把握に努める。

内部通報制度において、第三者機関による新たな通報窓口を設け、不正行為等の早期発見、
是正に努める。

また、内部監査部門は、監査計画と実施内容について定めた内部監査規程にもとづいて定期
的に各部門への内部監査を実施し、その内容を代表取締役および監査役会に報告する。

代表取締役は監査報告の内容について特に重要と認めた事項を取締役会において協議し、改
善策の実施や再発の防止に努める。

②　取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
取締役は、既定の文書管理規程に従い、取締役を最終承認者とする稟議書類や取締役会議事

録、株主総会議事録について適切に管理、保存する。
また、取締役および監査役は、常時これらの文書を閲覧できる。

③　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
リスク管理規程により、リスクカテゴリー毎の責任部門を定め、各責任部門の担当取締役は

当該職務に付随するリスクについて把握、分析し適切な対策を実施する。
総務部は各リスクを全社横断的に統括管理し、新たに生じたリスクについては速やかに責任

部門を定め、リスク管理体制を明確化する。現実に重大な損害の発生が予想される場合には、
部門担当取締役は直ちに総務部に報告し、総務部はその緊急性に応じて適切な対応をとる。

④　取締役の職務の執行が効率的に行なわれることを確保するための体制
取締役は職務権限規程にもとづいて意思決定プロセスの効率化・迅速化を図り、定期的に運

用状況を検証する。
また、期毎に、当社本支店・部門ならびにグループ各社において業績目標の設定を行い、そ

の進捗については毎月の経営戦略会議の実施により月次業績を把握、必要に応じて改善策の検
討を行い、目標達成の確度を高める。

19
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⑤　当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
当社グループにおける業務の適正の確保と密接な連携を図るため、関係会社管理規程にもと

づき、当該担当部門長はグループ各社から定期的に経営状況やリスク等に関し報告を受けると
ともに、社内規則や人事等について指示・要請を効率的に行う体制をとる。

また、内部監査部門は、当社およびグループ各社の内部監査を定期的に実施し、財務面およ
びコンプライアンス面から内部統制の改善策の指導や支援、助言を行う。

⑥　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する
事項および当該使用人の取締役からの独立性に関する事項ならびに当該使用人に対する指示
の実効性の確保に関する事項
監査役が必要とした場合、監査役の職務を補助する使用人を置く。なお、当該使用人の人事

異動、評価等については監査役会の同意を得た上で決定することとし、取締役からの独立性を
確保する。当該使用人は、その要請された業務の遂行に関して、監査役の指示に従い、取締役
等の指揮命令を受けない。

⑦　当社グループの取締役および使用人が監査役に報告するための体制、その他の監査役への報
告に関する体制および報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保する
ための体制
当社グループの取締役および使用人は、重大な法令・定款違反や当社の業務または業績に影

響を与える重要な事項について監査役に都度報告するものとし、監査役は、監査役会規則にも
とづいて、その他の監査役へ報告する体制をとる。

また、監査役は取締役会および重要な会議に出席し、業務上の重要案件や業績について意見・
情報の交換を行うとともに、グループ各社の監査役と必要に応じて意見・情報の交換を行う。

当社グループは、上記の報告を行った取締役および使用人に対し、当該報告を行ったことを
理由として不利な取扱いを行うことを禁止する。

⑧　その他監査役の監査が実効的に行なわれることを確保するための体制
監査役会は会計監査人、内部監査部門とそれぞれ定期的に意見・情報の交換を行ない、連携

して当社および関係会社の監査の実効性を確保する。
当社は、監査役がその職務の執行に際し法令に基づいて費用の支出または弁済を求めたとき

は、原則、当該費用または債務を負担する。
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⑨　反社会的勢力排除に向けた体制
当社は、市民社会の秩序に脅威を与える団体、個人等の反社会的勢力との関係を一切持たな

いこと、反社会的勢力からの不当な要求や威嚇に毅然とした態度で臨んでこれに妥協しないこ
とを基本方針とし、すべての取締役および使用人に周知徹底する。

⑩　財務報告の信頼性を確保するための体制
金融商品取引法およびその他の法令の定めに従い、財務諸表に係る内部統制の構築、評価お

よび報告に関して適切な運営を図り、財務報告の信頼性と適正性を確保する。

⑵　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
決議した基本方針に則り、コンプライアンス体制ならびにリスク管理体制については、定期的

にリスクの見直しを行うとともに、総務部が中心となり全社横断的な統括管理を実施し、事業全
般に関するコンプライアンスの徹底と、リスクの未然防止および発生時の迅速な対応の確保を図
っております。

職務執行体制については、期毎に、各部門における業績目標の設定を行い、その進捗について
は毎月の経営戦略会議の実施により月次業績の把握、必要に応じて改善策の検討を行い、目標達
成の確度を高めております。

監査体制については、当社および当社グループ全体の内部監査、監査役監査、会計監査人監査
の三様監査を実施しております。監査の実施にあたって監査役会は、会計監査人および内部監査
部門と定期的に意見・情報の交換を行い、監査効率の向上、監査の実効性の確保を図っておりま
す。

これらにより、当社および当社グループ全体の内部統制を強化し、ディスクロージャーの信頼
性を確保するとともに、業務の有効性および効率性を高め、継続した企業価値の向上を図ってま
いります。

⑶　会社の支配に関する基本方針
該当事項はありません。
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連結計算書類
連結貸借対照表（2020年３月31日現在） （単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物
土 地
そ の 他

無 形 固 定 資 産
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
会 員 権
敷 金 及 び 保 証 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

141,160
129,612
10,110

102
198

0
1,138

△2
123,435
57,847
27,628
28,193
2,026

122
122

65,465
60,501

207
847

3,577
335
△4

流 動 負 債 18,444
買 掛 金 3,708
未 払 法 人 税 等 7,393
前 受 収 益 1,237
賞 与 引 当 金 2,372
役 員 賞 与 引 当 金 116
そ の 他 3,616

固 定 負 債 7,758
退 職 給 付 に 係 る 負 債 5,942
資 産 除 去 債 務 156
再評価に係る繰延税金負債 1
そ の 他 1,657

負 債 合 計 26,203
純 資 産 の 部

株 主 資 本 234,728
資 本 金 19,178
資 本 剰 余 金 19,530
利 益 剰 余 金 218,159
自 己 株 式 △22,140

その他の包括利益累計額 3,663
その他有価証券評価差額金 5,177
土 地 再 評 価 差 額 金 △1,705
退職給付に係る調整累計額 192
純 資 産 合 計 238,392

資 産 合 計 264,596 負 債 純 資 産 合 計 264,596
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連結損益計算書(2019年４月１日から2020年３月31日まで) （単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 80,488
売 上 原 価 24,159

売 上 総 利 益 56,328
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 13,090

営 業 利 益 43,238
営 業 外 収 益

受 取 利 息 3
受 取 配 当 金 562
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 3,455
受 取 賃 貸 料 42
そ の 他 57 4,120

営 業 外 費 用
投 資 有 価 証 券 評 価 損 273
賃 貸 費 用 1,068
そ の 他 4 1,346
経 常 利 益 46,012

特 別 利 益
償 却 債 権 取 立 益 2,498
そ の 他 1 2,499

特 別 損 失
償 却 債 権 取 立 費 用 500
固 定 資 産 除 却 損 3
投 資 有 価 証 券 評 価 損 103
そ の 他 0 606

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 47,905
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 13,004
法 人 税 等 調 整 額 △194 12,809
当 期 純 利 益 35,096
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 -
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 35,096
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連結株主資本等変動計算書（2019年４月１日から2020年３月31日まで） （単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 19,178 19,530 196,183 △22,139 212,752

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △13,120 △13,120

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 35,096 35,096

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期変動
額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － 21,976 △0 21,975

当 期 末 残 高 19,178 19,530 218,159 △22,140 234,728

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金 土地再評価差額金 退職給付に係る調整累計額 その他の包括利益累計額合計

当 期 首 残 高 7,553 △1,705 △124 5,723 218,476

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △13,120

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 35,096

自 己 株 式 の 取 得 △0

株主資本以外の項目の当期変動
額 ( 純 額 ) △2,376 316 △2,059 △2,059

当 期 変 動 額 合 計 △2,376 － 316 △2,059 19,915

当 期 末 残 高 5,177 △1,705 192 3,663 238,392
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連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

⑴　連結の範囲に関する事項
以下の子会社１社を連結の範囲に含めております。

株式会社オービックオフィスオートメーション
なお、欧比科（上海）軟件有限公司は、連結の範囲および持分法の適用範囲から除外しております。当

該子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期純利益および利益剰余金等はいずれも連結計算書類に
重要な影響を及ぼさないためであります。

⑵　持分法の適用に関する事項
以下の関連会社３社を持分法の適用範囲に含めております。

株式会社オービーシステム
株式会社オービックビジネスコンサルタント
株式会社新潟オービックシステムエンジニアリング

⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の決算日は、すべて連結決算日と一致しております。

⑷　会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準および評価方法

イ）有価証券
・その他有価証券

時価のあるもの　　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に
より算定）

時価のないもの　　　　　移動平均法による原価法
ロ）たな卸資産　　　　　　　　主として個別法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）
②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ）有形固定資産　　　　　　　定率法
（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並び
に2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については
定額法によっております。）
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物および構築物　　　　３～50年
その他　　　　　　　　　４～20年

ロ）無形固定資産　　　　　　　ソフトウェア（自社利用）については、社内における利用可能期間（５
年）に基づく定額法を採用しております。
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③　重要な引当金の計上基準
イ）貸倒引当金　　　　　　　　売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率に基づき、貸倒懸念債権等については個別に回収可能性を勘案し、
回収不能見込額を計上しております。

ロ）賞与引当金　　　　　　　　従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額基準に基づき計上
しております。

ハ）役員賞与引当金　　　　　　役員賞与の支給に備えて、当連結会計年度における支給見込額に基づき
計上しております。

④　重要な収益および費用の計上基準
　売上高および売上原価の計上基準
イ）当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準
（工事の進捗率の見積りは原価比例法)

ロ）その他の工事　　　　　　　工事完成基準
⑤　その他連結計算書類の作成のための重要な事項

イ）退職給付に係る会計処理の方法
退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末ま
での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっておりま
す。
数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、翌連結会計年度に一括して費用処理しておりま
す。

ロ）消費税等の会計処理　　　　税抜方式によっております。
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２．連結貸借対照表に関する注記
⑴　有形固定資産の減価償却累計額 5,742百万円
⑵　「土地の再評価に関する法律」（1998年３月31日公布法律第34号）および「土地の再評価に関する法律

の一部を改正する法律」（2001年３月31日公布法律第19号）に基づき、事業用の土地の再評価を行ってお
ります。当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金資産」または「再評価に係る繰延税金負
債」に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価の方法　　「土地の再評価に関する法律施行令」（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第４
号に定める地価税法（1991年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算
の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定
した価額に合理的な調整を行って算定する方法により算出しております。

再評価を行った年月日 2002年３月31日

３．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項

当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式
普 通 株 式 99,600,000 － － 99,600,000

自己株式
普 通 株 式 10,649,488 60 － 10,649,548
 

（注）普通株式の自己株式数の増加60株は、単元未満株式の買取による増加であります。

⑵　配当に関する事項
①　配当支払額

決 議 株式の種類 配 当 金 の 総 額
（ 百 万 円 ）

１ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2019年 6 月27日開催
第52回定時株主総会 普 通 株 式 6,893 77円50銭 2019年 3 月31日 2019年 6 月28日

2019年10月28日開催
取 締 役 会 普 通 株 式 6,226 70円00銭 2019年 9 月30日 2019年11月22日
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②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2020年６月26日開催の第53回定時株主総会において次のとおり付議いたします。

決 議 株 式 の
種 類

配当金の総額
( 百 万 円 )

配 当 の
原 資

１ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2020年 6 月26日開催
第53回定時株主総会

普 通
株 式 8,005 利 益

剰 余 金 90円00銭 2020年 3 月31日 2020年 6 月29日

４．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
　当社グループにおける取組方針は、基本的に投資対象の流動性、信用性ならびに元本の安全性を勘案
し、企業本来の目的を逸脱しない範囲に限定しております。またハイリスクを伴うデリバティブ取引、
信用取引、債券先物取引および商品先物取引等を行わない方針であります。

②　金融商品の内容およびそのリスクならびにリスク管理体制
　現金及び預金は、主に銀行の預貯金または安定性のある金融商品に限定しております。基本的には３
ヶ月以内の短期を原則とし、流動性の確保と元本の安全性を重視しております。
　営業債権である受取手形及び売掛金は、取引先の信用リスクにさらされています。当該リスクに関し
ては、取引先ごとに与信管理を徹底し、回収期日や残高を定期的に管理することで、財務状況等の悪化
等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
　有価証券及び投資有価証券への投資は、資金の内、運転資金を除く余剰資金の運用に対してのみであ
り、基本的に流動性の確保と元本の安全性を重視しております。具体的には、上場株式等を中心にし、
投資枠や保有上限枠を設定し、過度な投資を行わないよう規制しております。また投資した金融商品に
ついては、運用体制や管理基準を明確化し、モニタリングと情報収集することにより定期的に市場価格
の変動リスクや時価および発行体の財務状況等を分析・把握し、その情報を機関で共有することにより
回収可能性の確保や減損懸念の軽減を図っております。

③　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価
額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等
を採用することにより、当該価額が変動することがあります。
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⑵　金融商品の時価等に関する事項
　連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把
握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。（（注）２．時価を把握する
ことが極めて困難と認められる金融商品を参照ください。）

連 結 貸 借 対 照 表
計 上 額

（百万円）
時 価

（百万円）
差 額

（百万円）

⑴　現金及び預金

⑵　受取手形及び売掛金

貸倒引当金

⑶　有価証券及び投資有価証券

その他有価証券

関連会社株式

129,612

10,110

△2

129,612 －

10,108

14,874

44,096

10,108

14,874

119,043

－

－

74,946

資 産 計 198,692 273,638 74,946

⑴　買掛金 3,708 3,708 －

負 債 計 3,708 3,708 －

（注）１．金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券およびデリバティブ取引に関する事項
資　　産

⑴　現金及び預金、⑵　受取手形及び売掛金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ
ております。
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⑶　有価証券及び投資有価証券
①　その他有価証券

種 類
連結貸借対照
表 計 上 額
（百万円）

取 得 原 価
（百万円）

差 額
（百万円）

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えるも
の

⑴株式

⑵債券

①国債・地方債等

②社債

③その他

⑶その他

10,069

－

－

－

－

7,024

－

－

－

－

3,045

－

－

－

－

小 計 10,069 7,024 3,045

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えない
もの

⑴株式

⑵債券

①国債・地方債等

②社債

③その他

⑶その他

4,804

－

－

－

－

5,361

－

－

－

－

△557

－

－

－

－

小 計 4,804 5,361 △557

合 計 14,874 12,386 2,487

②減損を行った有価証券
　当連結会計年度において、投資有価証券について、株式376百万円の減損処理を行っております。
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負　　債
⑴　買掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ
ております。

（注）２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
区 分 連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額 （ 百 万 円 ）

非 上 場 株 式 1,529
これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるものであるた
め、「⑶　有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。

５．賃貸等不動産に関する注記
　当社では、大阪府その他の地域において、賃貸利用している不動産及び遊休不動産を有しております。当連
結会計年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は△1,025百万円（賃貸収益は営業外収益に、賃貸費
用は営業外費用に計上）であります。
　また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、期中増減額及び時価は、次のとおりであります。

（単位：百万円）
連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

期 末 時 価
期 首 残 高 期 中 増 減 額 期 末 残 高

15,807 25,096 40,903 52,278
（注1）当連結会計年度末の時価は、主要な物件については、社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基

づきます。ただし、直近の評価時点から、一定の評価額や適切に市場価格を反映していると考えられる指
標に重要な変動が生じていない場合は、当該評価額や指標を用いて調整した金額によっております。また、
その他の重要性の乏しいものについては、一定の評価額や適切に市場価格を反映していると考えられる指
標に基づく金額を採用しております。

６．１株当たり情報に関する注記
⑴　１株当たり純資産額 2,680円06銭
⑵　１株当たり当期純利益 394円56銭

７．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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監査報告
連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2020年５月19日

株　式　会　社　　オ　ー　ビ　ッ　ク
取　締　役　会　御　中

EY新日本有限責任監査法人
東　京　事　務　所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 井 清 二 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 田 洋 平 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社オービックの2019年４月１日から2020

年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主
資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、株式会社オービック及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及
び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。
当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、
また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継
続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
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連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による

重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計
算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個
別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重
要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し

た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の
基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実
性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監
査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計
算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求めら
れている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状
況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに
連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な
監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。
監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は
軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき

利害関係はない。
以　　上
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連結計算書類に係る監査役会の監査報告

連結計算書類に係る監査報告書
当監査役会は、2019年４月１日から2020年３月31日までの第53期事業年度に係る連結計算書

類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）に関して、
各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告
いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ

いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受
け、必要に応じて説明を求めました。

各監査役は、監査役会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、連結計算書類について取
締役及び使用人等から報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人が独立
の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査
人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131
条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づ
き、当該事業年度に係る連結計算書類について検討いたしました。

２．監査の結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2020年５月20日
株式会社　オービック　監査役会

常勤監査役 小屋町　　　朗 ㊞
監査役 坂 和 章 平 ㊞
監査役 長 尾 謙 太 ㊞

（注）監査役坂和章平及び監査役長尾謙太は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める
社外監査役であります。
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計算書類
貸借対照表（2020年３月31日現在） （単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
仕 掛 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
土 地
そ の 他

無 形 固 定 資 産
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
会 員 権
敷 金 及 び 保 証 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

128,713
118,751

71
8,687

0
198

1,006
△1

86,344
57,887
27,447
28,193
2,246

116
116

28,341
15,048
8,504

198
836

3,419
336
△1

流 動 負 債 15,226
買 掛 金 1,173
未 払 法 人 税 等 7,116
前 受 収 益 1,151
賞 与 引 当 金 2,180
役 員 賞 与 引 当 金 116
そ の 他 3,489

固 定 負 債 7,602
退 職 給 付 引 当 金 5,814
資 産 除 去 債 務 144
再評価に係る繰延税金負債 1
そ の 他 1,642

負 債 合 計 22,829
純 資 産 の 部

株 主 資 本 192,217
資 本 金 19,178
資 本 剰 余 金 19,530

資 本 準 備 金 19,413
そ の 他 資 本 剰 余 金 116

利 益 剰 余 金 175,648
利 益 準 備 金 461
そ の 他 利 益 剰 余 金 175,186

別 途 積 立 金 141,000
繰 越 利 益 剰 余 金 34,186

自 己 株 式 △22,140
評 価 ・ 換 算 差 額 等 12

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 1,717
土 地 再 評 価 差 額 金 △1,705
純 資 産 合 計 192,229

資 産 合 計 215,058 負 債 純 資 産 合 計 215,058

35

貸借対照表



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
／
監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

計
算
書
類
／
監
査
報
告

2020/05/29 9:39:15 / 19596240_株式会社オービック_招集通知（Ｃ）

損益計算書（2019年４月１日から2020年３月31日まで） （単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 70,811
売 上 原 価 18,144

売 上 総 利 益 52,666
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 11,066

営 業 利 益 41,599
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 1,931
受 取 賃 貸 料 42
そ の 他 48 2,022

営 業 外 費 用
投 資 有 価 証 券 評 価 損 273
賃 貸 費 用 1,070
そ の 他 2 1,346
経 常 利 益 42,275

特 別 利 益
償 却 債 権 取 立 益 2,498
そ の 他 1 2,499

特 別 損 失
償 却 債 権 取 立 費 用 500
固 定 資 産 除 却 損 2
投 資 有 価 証 券 評 価 損 103 605

税 引 前 当 期 純 利 益 44,169
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 12,503
法 人 税 等 調 整 額 △188 12,315
当 期 純 利 益 31,854
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株主資本等変動計算書（2019年４月１日から2020年３月31日まで） （単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本合
計資本準備

金
そ の 他
資本剰余
金

利益準備
金

そ の 他 利 益 剰 余 金

別 途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 19,178 19,413 116 461 124,500 31,952 △22,139 173,483

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △13,120 △13,120

別 途 積 立 金 の 積 立 16,500 △16,500

当 期 純 利 益 31,854 31,854

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － － － 16,500 2,234 △0 18,733

当 期 末 残 高 19,178 19,413 116 461 141,000 34,186 △22,140 192,217

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金 土 地 再 評 価 差 額 金 評価・換算差額等合計

当 期 首 残 高 2,955 △1,705 1,249 174,733

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △13,120

別 途 積 立 金 の 積 立 －

当 期 純 利 益 31,854

自 己 株 式 の 取 得 △0

株主資本以外の項目の当期
変 動 額 ( 純 額 ) △1,237 △1,237 △1,237

当 期 変 動 額 合 計 △1,237 － △1,237 17,495

当 期 末 残 高 1,717 △1,705 12 192,229
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴　資産の評価基準および評価方法
１）有価証券の評価基準および評価方法
①　子会社株式および関連会社株式

移動平均法による原価法
②　その他有価証券

・時価のあるもの　　　　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に
より算定）

・時価のないもの　　　　　　　移動平均法による原価法
２）たな卸資産の評価基準および評価方法
①　原材料及び貯蔵品　　　　　　個別法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）
②　仕掛品　　　　　　　　　　　個別法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）
⑵　固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産　　　　　　　　定率法
（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並び
に2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については
定額法によっております。）
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物　　　　　　　３～50年
その他　　　　　　４～35年

②　無形固定資産　　　　　　　　ソフトウェア（自社利用）については、社内における利用可能期間（５
年）に基づく定額法

⑶　引当金の計上基準
①　貸倒引当金　　　　　　　　　売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率に基づき、貸倒懸念債権等については個別に回収可能性を勘案し、
回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金　　　　　　　　　従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額基準に基づき計上
しております。

③　役員賞与引当金　　　　　　　役員賞与の支給に備えて、当事業年度における支給見込額に基づき計上
しております。
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④　退職給付引当金　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため当期末における退職給付債務の見込額を
計上しております。数理計算上の差異は、翌事業年度に一括して費用処
理することとしております。

⑷　収益および費用の計上基準
売上高および売上原価の計上基準

①　当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事
工事進行基準
（工事の進捗率の見積りは原価比例法)

②　その他の工事　　　　　　　　工事完成基準
⑸　その他計算書類作成のための基本となる事項

①　退職給付に係る会計処理
　退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理
の方法と異なっております。

②　消費税等の処理
　税抜方式によっております。

39

個別注記表



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
／
監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

計
算
書
類
／
監
査
報
告

2020/05/29 9:39:15 / 19596240_株式会社オービック_招集通知（Ｃ）

２．貸借対照表に関する注記
⑴　有形固定資産の減価償却累計額 5,670百万円
⑵　関係会社に対する金銭債権および金銭債務は次のとおりであります。

①　短期金銭債権 9百万円
②　短期金銭債務 89百万円

⑶　「土地の再評価に関する法律」（1998年３月31日公布法律第34号）および「土地の再評価に関する法律
の一部を改正する法律」（2001年３月31日公布法律第19号）に基づき、事業用の土地の再評価を行ってお
ります。当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金資産」または「再評価に係る繰延税金負
債」として計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価の方法　　「土地の再評価に関する法律施行令」（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第４
号に定める地価税法（1991年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算
の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定
した価額に合理的な調整を行って算定する方法により算出しております。

再評価を行った年月日 2002年３月31日
３．損益計算書に関する注記

⑴　関係会社に対する売上高 7百万円
⑵　関係会社からの仕入高 211百万円
⑶　関係会社との営業取引以外の取引高 358百万円
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４．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首
株式数（株）

当事業年度増加
株式数（株）

当事業年度減少
株式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

普 通 株 式 10,649,488 60 － 10,649,548 
（注）普通株式の自己株式数の増加60株は、単元未満株式の買取による増加であります。

５．税効果会計に関する注記
⑴　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産 （単位：百万円）
未払事業税 391
賞与引当金 667
退職給付引当金 1,780
会員権 171
投資有価証券評価損 1,273
貸倒損失 21
その他 509
小計
評価性引当額

4,815
△637

繰延税金資産合計 4,177

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △758

繰延税金負債合計 △758

繰延税金資産純額 3,419

再評価に係る繰延税金資産
土地再評価差額金
評価性引当額

523
△523

再評価に係る繰延税金資産合計 －

再評価に係る繰延税金負債
土地再評価差額金 1

再評価に係る繰延税金負債合計 1
再評価に係る繰延税金負債純額 1
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６．関連当事者との取引に関する注記
役員および個人主要株主等

種 類
会社等の
名称又
は氏名

所 在
地

資 本 金
又 は
出 資 金
(百万円)

事業の
内容又
は職業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
と の 関 係

取 引 の
内 容

取 引
金 額
(百万円)

科 目
期 末
残 高
(百万円)

役員及びそ
の近親者が
議決権の過
半数を自己
の計算にお
いて所有し
ている会社
等並びに当
該会社等の
子会社

㈱バロッ
クス 東京都

中央区 20
輸入食
品の販

売
(被所有)
直接　－

役員の兼任
お よ び
商 品 購 入

商 品 購
入
（注）

15 未払金 0

（注）取引条件および取引条件の決定方針等
　　　商品の購入は独立第三者取引と同様の一般的な取引条件で行っております。

７．１株当たり情報に関する注記
⑴　１株当たり純資産額 2,161円08銭
⑵　１株当たり当期純利益 358円11銭

８．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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監査報告
計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2020年５月19日

株　式　会　社　　オ　ー　ビ　ッ　ク
取　締　役　会　御　中

EY新日本有限責任監査法人
東　京　事　務　所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 井 清 二 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 田 洋 平 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社オービックの2019年４月１日か

ら2020年３月31日までの第53期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示してい
るものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当
監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。
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計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類
等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に
又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性が
あると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し

た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の
基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制
を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査
報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等
の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算
書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は
軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上
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監査役会の監査報告
監　査　報　告　書

当監査役会は、2019年４月１日から2020年３月31日までの第53期事業年度の取締役の職務の執行に関し
て、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたし
ます。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告
を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締
役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとと
もに、以下の方法で監査を実施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を

受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及
び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎
通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための
体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものと
して会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び
当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその
構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしまし
た。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い､会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。

②　取締役の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められ
ません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められま
せん。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
2020年５月20日

株式会社　オービック　監査役会
常勤監査役 小屋町　　　朗 ㊞
監査役 坂 和 章 平 ㊞
監査役 長 尾 謙 太 ㊞

 

（注）監査役坂和章平及び監査役長尾謙太は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外監査役
であります。

以　上
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株主総会参考書類

第１号議案 剰余金の処分の件

　当社は、株主の皆様への利益還元について、経営の重要課題のひとつとして認識しております。強
固な経営基盤の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、財務内容の一層の充実を図る一方で、
再投資することにより株主の皆様のご期待にお応えできるものと考えております。
　当期の剰余金の処分につきましては、当期の業績および今後の事業展開を勘案して、以下のとおり
期末配当金およびその他の剰余金の処分をさせていただきたいと存じます。
１．期末配当に関する事項

⑴　配当財産の種類
金銭といたします。

⑵　配当財産の割当てに関する事項およびその総額
当社普通株式１株につき金90円00銭といたしたいと存じます。
なお、この場合の配当総額は8,005,540,680円となります。

⑶　剰余金の配当が効力を生じる日
2020年６月29日といたしたいと存じます。

２．その他の剰余金の処分に関する事項
⑴　減少する剰余金の項目とその金額

繰越利益剰余金　　　　17,500,000,000円
⑵　増加する剰余金の項目とその金額

別途積立金　　　　　　17,500,000,000円
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第２号議案 取締役９名選任の件

　本総会終結の時をもって、取締役９名全員が任期満了となります。
　つきましては、取締役９名の再任をお願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

１
再 任

の

野
だ

田
 

　
　まさ　

順
　ひろ　

弘
(1938年 8 月24日)

2,881,000株

1968年４月 当社設立
代表取締役社長

2003年４月 当社代表取締役会長
2006年２月 当社代表取締役会長兼社長
2013年４月 当社代表取締役会長（現任）
［重要な兼職の状況］
株式会社オービックオフィスオートメーション
代表取締役会長
株式会社オービックビジネスコンサルタント　取締役会長

[取締役候補者とした理由]
　野田順弘氏は、1968年に当社を創業して以来、一貫して当社の経営を担ってお
り、会社経営に関する豊富な経験と実績を有しております。
　これらの豊富な経験と実績を、当社の経営と取締役会の意思決定機能および監
督機能の強化に活かすとともに、当社のさらなる成長のため、引き続き取締役候
補者として選任をお願いするものです。
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

２
再 任

たちばな

橘
 

　
しょう

昇
　いち　

一
(1961年 4 月26日)

30,000株

1985年４月 当社入社
2000年４月 当社大阪本社ビジネスソリューション営業１部長
2003年２月 当社東京本社ビジネスソリューション営業部長
2003年８月 当社横浜支店長
2004年６月 当社取締役
2005年４月 当社常務取締役

当社東京本社ソリューション統括副本部長
2006年４月 当社東京本社ソリューション営業統括兼推進統括部長
2007年４月 当社専務取締役
2008年４月 当社取締役副社長
2013年４月 当社代表取締役社長（現任）
［重要な兼職の状況］
株式会社オービックオフィスオートメーション
代表取締役社長
株式会社オービックビジネスコンサルタント　取締役

[取締役候補者とした理由]
　橘昇一氏は、営業部門、マーケティング部門、開発部門などの責任者を歴任し
ており、当社のソリューションビジネス全般における豊富な知識と経験を有して
おります。また、2013年4月より、当社代表取締役社長に就任し、経営に関する
知見と力強い業務執行能力を発揮し、当社の業績を伸長してきました。
　これらの豊富な経験と実績を、当社の経営と取締役会の意思決定機能および監
督機能の強化に活かすとともに、当社のさらなる成長のため、引き続き取締役候
補者として選任をお願いするものです。

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

３
再 任

　かわ　

川
　にし　

西
 

　
あつし

篤
(1958年11月29日)

34,400株

1982年４月 当社入社
2000年４月 当社東京本社総務部長
2002年４月 当社総務統括部長
2003年６月 当社取締役

当社総務統括本部長
2005年４月 当社常務取締役（現任）
2008年４月 当社人事・総務統括本部長（現任）
［重要な兼職の状況］
株式会社オービックオフィスオートメーション　取締役
株式会社オービックビジネスコンサルタント　取締役

[取締役候補者とした理由]
　川西篤氏は、長年にわたり人事・総務部門の業務に携わっており、管理業務に
関する豊富な知識と経験を有しております。
　これらの豊富な知識と経験を、当社の経営と取締役会の意思決定機能および監
督機能の強化に活かすため、引き続き取締役候補者として選任をお願いするもの
です。
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

４
再 任

の

野
だ

田　みづき
(1934年 8 月27日)

2,781,000株

1968年４月 当社設立
取締役

1970年４月 当社常務取締役
1995年６月 当社取締役副社長
1998年６月 当社代表取締役副社長
2003年４月 当社取締役副会長
2009年６月 当社取締役相談役（現任）

[取締役候補者とした理由]
　野田みづき氏は、当社創業者のひとりとして、一貫して当社の経営を担うとと
もに、管理部門の業務に携わっており、会社経営に関する豊富な経験と実績を有
しております。
　これらの豊富な経験と実績を、当社の経営と取締役会の意思決定機能および監
督機能の強化に活かすため、引き続き取締役候補者として選任をお願いするもの
です。

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

５
再 任

　ふじ　

藤
　もと　

本
 

　
　たか　

隆
お

夫
(1971年 4 月 7 日)

1,200株

1994年４月 当社入社
2009年４月 当社東京本社産業ソリューション統括４

部ソリューション営業部長
2014年４月 当社東京本社産業ソリューション統括１

部営業統括長
2017年４月 当社東京本社第２ソリューション事業部長

兼東京本社第３ソリューション事業部長
2017年６月 当社取締役（現任）
2018年４月 当社東京本社ソリューション事業本部長

兼東京本社第４ソリューション事業部長
2019年４月 当社ソリューション事業本部長
2020年４月 当社首都圏事業部長兼ソリューション事

業副本部長（現任）

[取締役候補者とした理由]
　藤本隆夫氏は、長年にわたり営業部門の業務に携わっており、金融関係をはじ
め様々な業種の顧客に対する提案活動を通じ、当社のソリューションビジネスに
関する豊富な知識と経験を有しております。
　これらの豊富な知識と経験を、当社の経営と取締役会の意思決定機能および監
督機能の強化に活かすため、引き続き取締役候補者として選任をお願いするもの
です。
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

６
再 任

い

井
だ

田
 

　
　ひで　

秀
し

史
(1961年 4 月12日)

10,100株

1984年４月 当社入社
2004年１月 当社福岡支店長
2006年４月 当社大阪本社ソリューション営業部長
2013年４月 当社大阪本社ソリューション営業統括長
2014年４月 当社大阪本社統括兼大阪本社産業ソリュ

ーション統括長
2014年６月 当社取締役（現任）
2020年４月 当社関西事業部長（現任）

[取締役候補者とした理由]
　井田秀史氏は、長年にわたり営業部門の業務に携わるとともに、支店長を務め
た経験もあり、当社のソリューションビジネスに関する豊富な知識と経験を有し
ております。
　これらの豊富な知識と経験を、当社の経営と取締役会の意思決定機能および監
督機能の強化に活かすため、引き続き取締役候補者として選任をお願いするもの
です。

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

７
再 任

　うえ　

上
の

野
 

　
　たけ　

剛
　みつ　

光
(1960年10月 9 日)

14,300株

1984年４月 当社入社
2004年４月 当社東京本社マーケティング推進部長
2010年４月 当社東京本社ソリューション推進本部マ

ーケティング推進統括部企画本部部長
2011年４月 当社東京本社ソリューション推進本部マ

ーケティング推進統括部マーケティング
本部部長

2013年６月 当社ソリューション推進統括本部マーケ
ティング推進本部長

2017年４月 当社ソリューション推進事業本部マーケテ
ィング推進本部長兼プロジェクト推進室長

2017年６月 当社取締役（現任）
2018年４月 当社ソリューション推進事業本部長
2020年４月 当社ソリューション事業副本部長（現任）

[取締役候補者とした理由]
　上野剛光氏は、長年にわたりマーケティング推進部門の業務に携わっており、
営業企画やシステム開発企画などの業務を通じ、当社のソリューションビジネス
に関する豊富な知識と経験を有しております。
　これらの豊富な知識と経験を、当社の経営と取締役会の意思決定機能および監
督機能の強化に活かすため、引き続き取締役候補者として選任をお願いするもの
です。
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

８
再 任

ご

五
み

味
 

　
　やす　

康
　まさ　

昌
(1943年 2 月 8 日)

0株

1966年４月 株式会社三菱銀行（現　株式会社三菱Ｕ
ＦＪ銀行）入行

1993年６月 同行取締役　米州本部米州企画部長（特
命担当：バンクオブカリフォルニア会長
兼頭取）

1997年５月 同行常務取締役　業務企画部長
2002年６月 同行専務取締役　法人営業部門長
2003年５月 同行副頭取　法人営業部門長
2004年６月 同行副頭取退任
2004年６月 三菱証券株式会社（現　三菱ＵＦＪ証券

ホールディングス株式会社）取締役会長
2009年５月 三菱ＵＦＪ証券株式会社（現　三菱ＵＦＪ

証券ホールディングス株式会社）相談役
2009年６月 株式会社山形銀行　社外監査役
2010年６月 讀賣テレビ放送株式会社　社外取締役

（現任）
2013年２月 三菱ＵＦＪ証券ホールディングス株式会

社特別顧問
2015年６月 当社社外取締役（現任）
2016年６月 株式会社山形銀行　社外取締役(監査等

委員）（現任）
2019年４月 三菱ＵＦＪ証券ホールディングス株式会

社名誉顧問（現任）

[社外取締役候補者とした理由]
　五味康昌氏は、長年にわたり銀行および証券会社の業務や経営に携わり、経営
に対する豊富な知識と実績を有しておられます。
　これらの豊富な知識と実績を活かし、業務執行を行う経営陣から独立した客観
的な視点から、経営の監督とチェック機能を果たしていただけるものと期待し、
引き続き社外取締役候補者として選任をお願いするものです。
　なお、同氏の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって５年と
なります。
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当（重要な兼職の状況） 所有する当社の株式数

９
再 任

え

江
　じり　

尻
 

　
たかし

隆
(1942年 5 月16日)

0株

1969年４月 弁護士登録（現在　第二東京弁護士会所属）
1977年11月 桝田江尻法律事務所（現　弁護士法人西

村あさひ法律事務所）パートナー
1986年９月 日本弁護士連合会国際交流委員会副委員長
1998年11月 株式会社有線ブロードバンドネットワー

クス（現　株式会社ＵＳＥＮ）監査役
2003年６月 株式会社あおぞら銀行　監査役
2004年６月 安藤建設株式会社（現　株式会社安藤・

間）　監査役
2006年６月 カゴメ株式会社　監査役
2010年５月 三菱ＵＦＪ証券ホールディングス株式会

社　監査役
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株
式会社監査役
ディップ株式会社　社外監査役（現任）

2012年８月 弁護士法人西村あさひ法律事務所　社員
2017年３月 株式会社ＡＬＢＥＲＴ　社外取締役（現任）
2017年６月 当社社外取締役（現任）
2017年８月 名取法律事務所シニアパートナー（現任）
2019年12月 アクセルマーク株式会社　社外取締役

（監査等委員）（現任）

[社外取締役候補者とした理由]
　江尻隆氏は、長年にわたり弁護士として企業法務の実務に携わり、法律専門家
としての豊富な知識と実績を有しておられます。
　これらの豊富な知識と実績を活かし、業務執行を行う経営陣から独立した客観
的な視点から、経営の監督とチェック機能を果たしていただけるものと期待し、
引き続き社外取締役候補者として選任をお願いするものです。
　また、同氏は上記の理由により、社外取締役としての職務を適切に遂行してい
ただけるものと判断しております。
　なお、同氏の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって３年と
なります。

（注）１．各候補者と当社との間に、特別な利害関係はありません。
２．五味康昌氏および江尻隆氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に規定される社外取締役候補者で

あります。なお、当社は五味康昌氏および江尻隆氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役
員として指定し、同取引所に届け出ております。

３．当社は、五味康昌氏および江尻隆氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第
１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、
法令の定める最低責任限度額としており、両氏の再任が承認された場合は、両氏との当該契約を継続
する予定であります。

以　上
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TOPICS

1

クラウドセンター

　オービックがクラウドで提供する統合業務ソフトウェア「OBIC7クラウ
ドソリューション」が好調に伸びています。おかげ様で多くのお客様にご
採用頂き、2020年3月期の連結売上高が前年同期比9%増の804億円、営業
利益が14%増の432億円で過去最高を達成する原動力となりました。標準
システムを活用することでコスト削減だけでなく管理データの整理・統合
に伴う業務改革の経営効果が高く評価され、幅広い業種・業界のお客様か
らご支持をいただいております。
　加えて米国公認会計士協会（AICPA）で定める情報システムのセキュリ
ティの規準に基づく「SOC1®Type2報告書」を取得するなど高いセキュリ
ティ水準が評価され、大手銀行のお客様にもご利用いただいております。
今後もクラウドや保守サービスを手がけるシステムサポート事業に力を入
れてまいります。

　コミュニケーション多様化への対応や、遠方のお客様とのサポート対応
などに従来からWEB会議システムを活用してきましたが、この度お客様
向け研修施設である「オービッククラウドアカデミー」の全セミナールーム
でもWEB会議が実施できるようにシステムを拡張整備しました。お客様
との打合せやご提案、社内会議などで積極的に活用してまいります。
　また、新型コロナウイルスに関連して、お客様施設が万が一封鎖された
場合に「オービッククラウドアカデミー」をサテライトオフィスとして利用
し、事業継続が可能であるかとの相談をいただいております。今後、お客
様の事業継続を支援するサービスの一環として、さまざまな活用を検討し
てまいります。

OBICクラウド好調　
幅広いお客様から支持　業務改革を推進

当社セミナールームにWEB会議システムを導入
お客様の事業継続を支援

トピックス

TOPICS

2
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TOPICS

3
　2020年1月、大阪のビジネス、商業の中心地、御堂筋エリアに新しいシン
ボルタワーが誕生しました。かねて建設を進めてきた「オービック御堂筋ビ
ル」が竣工したもので、地域の特性を最大限活かすため、オフィスとホテルを
主要用途とし、耐震性、省エネ、BCP（事業継続計画）などを考慮した最新設備
の複合用途ビルです。
　1階は店舗フロア、2階は多目的ホール・貸会議室、3～13階はオフィスフロア
で、上層の15～25階にはロイヤルパークホテルズアンドリゾーツが運営する

「ザ ロイヤルパークホテル アイコニック 大阪御堂筋」が3月16日に開業しまし
た。御堂筋エリアに相応しいビジネス・レジャー双方に対応する洗練されたデ
ザインと快適性を兼ね備えております。
　オービックにとって大阪は創業の地であります。当ビルの竣工に伴い、大
阪本社を10～12階に移転し、お客様向け研修施設「オービッククラウドアカデ
ミー」も同ビル内に新設しました。新たな活動拠点を得て、最新設備を活用し
利便性を高めることで、一層のビジネス強化に努めてまいります。

創業の地　大阪の御堂筋に最新設計の自社ビル完成
経済中心地のシンボル

株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

期 末 配 当 金 受 領 株 主
確 定 日 毎年3月31日

中 間 配 当 金 受 領 株 主
確 定 日 毎年9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 名 簿 管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社
特 別 口 座 の 口 座 管 理 機 関

同 連 絡 先 東京都府中市日鋼町1-1　TEL 0120-232-711（フリーダイヤル）
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号　三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

公 告 方 法 電子公告により行う　　公告掲載URL　http://www.obic.co.jp
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第53回定時株主総会　会場ご案内図

当社東京本社  地下１階大ホール
東京都中央区京橋二丁目４番15号　オービックビル
電話：03（3245）6500（大代表）

⃝ＪＲ／「東京駅」… ………………………………………… 八重洲南口より　徒歩８分
⃝ＪＲ／京葉線「東京駅」 ……………………………………… １番出口より　徒歩４分
⃝地下鉄／銀座線「京橋駅」 …………………………………… ５番出口より　徒歩１分
⃝地下鉄／有楽町線「銀座一丁目駅」 ………………………… ７番出口より　徒歩７分
⃝地下鉄／浅草線「宝町駅」 ………………………………… Ａ５番出口より　徒歩３分
お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願いいたします。
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